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【会議録】  

主  題： 令和４年度第２回つくばみらい市地域福祉計画推進委員会・つくばみらい市地域福祉活動計画

推進委員会 

日  時： 令和５年３月 28 日（火）午後１時 30分～午後２時 40分 

場  所： つくばみらい市役所伊奈庁舎 ３階 大会議室 

出席委員： 古舘千惠子委員（委員長）、沼尻和博委員（副委員長）、松本譲二委員、海老沢宏委員、 

深谷慶仁委員、中村康宏委員、竹川和宏委員、海老沢里美委員、松橋和枝委員、 

伊藤美智子委員、豊島美智子委員、八木岡道孝委員、原三津子委員、鈴木恭子委員、 

岩本三良委員 

欠席委員： 川又朋子委員、海老原弘委員 

事 務 局： 保健福祉部 草間部長、社会福祉課 石井課長、中山課長補佐 

社会福祉協議会 浅川事務局長、安楽課長、松尾課長、坂本係長 

㈱環境総合研究所 

傍 聴 人： なし 

  

１． 開 会 

２． 議事 

（１）地域福祉に関するアンケート調査結果について 

   コンサルから説明した。 

【質疑等】 

委員長： 何か質問等あるか。→無 

 

（２）第２次地域福祉活動計画事業実施状況について 

   事務局から説明した。 

【質疑等】 

委員１： 基本目標２の中の「配食サービス事業」だが、これは高齢者の見守りも合わせて行っていると

いう理解でよろしいか。 

事務局： ボランティアの方の協力を得て行っている事業である。月に１度だが、配食で伺った際にはお

声がけをし、状況の確認をしている。何かあれば、ボランティアさんから事務局に連絡があり、

社協として対応している。 

委員２： １頁の「介護支援ポイント事業」は行政からの委託事業だと思う。対象者は 65歳となっている

が、フレイル予防などの観点から、介護保険の対象となる 40歳以上の方に広げるという方向性

はあるか。 

事務局： この件については、市側の担当課である介護福祉課のご意見を伺う必要があるが、そうしたご

意見をいただいたということは、担当課にお伝え可能である。 

委員２： 最終頁の「みらい子ども宅食便事業」と「支援対象児童等見守り強化事業（子育て応援弁当）」

を重複して利用しているご家庭はあるか。 

事務局： ある。 
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委員３： アンケート結果と事業の推進状況について伺ったが、このあとの流れはどうなるのか。 

事務局： 計画については、来年度、市内５地区で地域懇談会を開催して地域のご意見も吸い上げ、素案

を作成し皆さまに検討していただく。その後、計画案についてのパブリックコメントを行い、

市民の方からのご意見を伺う。 

委員３： アンケートの結果では、平成 30 年度と令和 4 年度の結果が報告され、数字の違いも見られた

が、次の計画に進むためには、「何をどうしたからこうなった」という考察が必要ではないかと

思うが、いかがか。 

事務局： 

（コンサル） 

アンケートで得られた結果の数値と実際の施策を直接結びつけて解釈することは難しい。ただ、

現行の計画に盛り込まれた施策をどのように進めてきたかということについて、本日、社協か

らの報告と同様、市の事業についてもうまく進められているもの、そうでないものが出てくる

と思う。その中からの課題、また、アンケート結果やこれから予定されている地域懇談会での

市民の皆さんからのご意見から課題を出し、その課題解決に向け、次期計画が策定される流れ

になると思う。 

委員長： よろしいか。 

委員３： 「そう思う」というのではなく、「そうしていく」ということにならないか。 

事務局： 

（コンサル） 

市と社協の考えになる。 

委員長 他に質問等あるか。 

委員４： 本日、社協さんから活動の経緯と結果の報告をいただき、大変よく内容が理解できた。市のほ

うの計画についてもどうだったのか、PDCA が大変重要だと思う。私も先ほどの委員さんと同様、

この結果をもとにどのように計画を作っていくのか、気になっている。 

計画は行政が作るべきもの、活動は社協さんがやるものだが、加えて、少子高齢化や地域のつ

ながりの希薄化などが進むなかで、安心・安全で心豊かに暮らせるまちづくりを、地域の皆さ

んが助け合って進めるということがこの計画の根本になると思う。地域では、自殺やホームレ

ス、家庭内暴力、虐待、ひきこもり、ヤングケアラーなどが次々起きており、それらは地域福

祉にとりこまれるべき課題と考える。その上で、次期計画を、何を柱として策定していくのか

伺えればと思う。 

事務局： これからの計画策定では、現行計画に示された施策の中で、できたもの、できなかったもの、

できなかったものについては、なぜできなかったのかなどを明らかにするとともに、ヤングケ

アラーなど現行計画にはなかった新しい問題の計画への取り込みも検討しながら、素案策定を

進めていく。 

委員長： 課題は山積しているが、アンケートの結果等も活かして、よりより計画策定を進めていただき

たい。 

その他何か質問等あるか。→無 

 

３． 閉 会 
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【配布資料】  

① 会議次第 

② 第２次つくばみらい市地域福祉活動計画 事業実施状況一覧 

 

【事前配布資料】 

資料１ つくばみらい市地域福祉に関するアンケート調査報告書 

資料２ つくばみらい市地域福祉に関するアンケート調査報告書【自由記述編】 

 

 

 


